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［背景］ 

 
牡蠣とともに広島でも馴染みの深いアサリですが、近年、国内の生産量は大きく減少し

ています。瀬戸内海沿岸でもこの 20 年間でアサリの生産量は、最盛期の約 1/20 にまで減

少しました（図１）。一方、1970 年代頃からアサリが生息する同じ内湾浅海域で、アオサ

という海藻の大量発生が報告され始め、最近では珍しくなくなりました(図２)。ところで、

アオサが増えるとアサリに対して何か影響があるのでしょうか？アオサが海岸で腐敗し、

場が貧酸素化することによりアサリが死滅する可能性と、アオサが底層を被覆することに

よりアサリの摂餌行動を空間的に阻害する可能性がよく言われます。一方、アオサが微生

物により分解されてできるデトライタス*1 と呼ばれる有機懸濁物が、アサリのエサとして

役に立っているのではと言われることもあります。しかし、ここで挙げた３つの可能性に

限らず他の影響も含めて、科学的データに基づいて充分に検証されておらず、よくわかっ

ていないのが現状です。そこで、我々は、増え過ぎたアオサがアサリに与える影響を調べ

るためにいくつかの実験を行いました。 

ここでは、その結果を述べると共に、沿岸域の総合的管理の視点から発酵技術を用いて

アオサ等の利用価値の低い海藻資源を有効利用しようとする私たちの取り組みを紹介しま

す。 

 
図 1. 全国と瀬戸内海のアサリ生産量の変化(浜口 2004)  図２．今年も宮島対岸に大量発生したアオサ 
 
［研究成果の内容］ 

 
アオサがアサリの生育に影響を与えるか？： 

アオサが大量発生した海岸で溶存酸素を測定してみると溶存酸素はそれほど低下してい

ないことがわかりました。一方、アオサをザルに入れて水面に浮かべた水槽の中で、通気

を充分に行いながら、アサリ稚貝を飼育すると、エサであるキートセロスが充分に供給さ

れているにもかかわらず、アサリの成長が大きく阻害されることが観察されました(図省

略)。このことから、場の貧酸素化や藻体被覆による摂餌阻害が起こってない状況下におい

ても、アサリに対して負の影響があることが示唆されました。一方、アオサの乾燥粉末を

蒸留水に懸濁し、ナイロンメッシュでろ過して調製した粒径 10μm 以下のアオサの懸濁物

を稚貝に投与した場合にもアサリの成長が強く阻害されることが観察されました。このこ

とから、アオサの藻体には、アサリの成長を阻害する物質が含まれており、アサリが成育

する場で、藻体の分解がおこるとアサリがこれを摂食することで、成長が阻害されること



が示唆されました。 
 
発酵技術を利用して迷惑海藻を資源化しよう： 

アオサが大量発生して分解するとアサリの成長を阻害することが実験から示唆されまし

た。実際のアサリ漁場は、他の生物も存在する多様な世界であるため、アオサがアサリに

与える成長阻害効果の大きさは、現場での知見も合わせて総合的に判断すべきですが、今

回の実験データを見る限りでは、アサリ漁場のアオサは回収することが望ましいと考えら

れます。しかし、現実問題として回収したアオサの処置の仕方も考えておく必要がありま

す。我々は、発酵技術を適用して利用価値の低い海藻を有効利用できないかという検討も

行っています。浜名湖では、民間企業と共同で実証試験規模（300L）の海藻発酵装置（マ

リンサイロ*2）を開発し、アオサの有効利用を目指した発酵試験を実施しています(図３)。
海藻を発酵させると、水産飼料としての利用の他、健康機能性を有する食品や肥料として

も利用できることが期待されています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  図３.海藻の大量発酵装置（マリンサイロ） 
 
［今後の課題・展望］ 

アオサは、アサリの畑に生えた雑草とみなすことができます。海の畑に生えた雑草を知

恵を使って上手に処理することができるかどうかは、これからの内湾浅海域の総合的管理

のための宿題の一つであり、里海*3づくりのための試金石になると考えています。 

 
［備考］ 

*1 デトライタス：生物体が起源の分解残渣のこと。自然界では、デトライタスがエサと

なって他の動物の生産に寄与する仕組みがあり、デトライタス（腐生）食物連鎖と呼ば

れています。 
 
*2 マリンサイロ：畜産では、牧草を発酵させる装置をサイロ、発酵させてできたエサを

サイレージと呼ぶ。同様に海藻を発酵させる装置をマリンサイロ、発酵させてできた水

産飼料をマリンサイレージとここでは呼ぶこととした。  
 
*3 里海：人の手が入ることで高い生産性と美しい環境が維持されている山のことを里山

と呼びます。最近、里山に見習った里海づくりの大切さが唱えられるようになっていま

す。 


